
1. 利用者ニーズ把握のための実施事項 (複数ある場合は、全て記入してください。)

　　利用者を対象として今後の運営・活動について意見聴取を行った。方法は、以下の通り。

　　①施設玄関に記入用紙・回収箱を備えた。

　　②磯部ふれあい公園に対する住民ニーズの把握のため、 磯部自治会連合会のご協力を頂き、各世帯に対してアンケートを実施。

2. 実施事項の結果概要 (件数等具体的に記入してください。)

3. 利用者ニーズに対する対応可能性 ※アンケート結果の内容を全て具体的に記入してください。 (対応可能なものか、可能であるとすればその時期等)

対応可能性

4. 今後の課題・改善点等

　①回答なし。

　②アンケート回収状況　１，５３２件

Ａ

磯部ふれあい公園体育館等大規模改修工事
については令和２年度に改修のための実施
設計書が完成。
令和３年７月着工予定であったため、施設利
用の受付を中止するなど準備を進めてきた
が、予算化が見送られたため、地域住民やク
ラブ会員の期待に添えない結果となった。
市においては、既に完成している実施設計を
もとに、整備計画の中でも最優先の施設とし
て早期着工を切に要望する。

今後も引き続き改修工事の早期着工を要望していく。

来年度に向けて、予算要望していく。

　※凡例　　A：既に対応済み・すぐに対応可能　　　B：翌年度に対応する　　C：今後、検討する　　　D：対応不可　　　E：その他・分類不能

ニーズ・意見等 施設回答 所管課所見

磯部ふれあい公園施設は、市民は勿論、市外の学生等の合宿や誘客
など観光面で貴重な役割を担っており、志摩市の重要な社会体育施設
となっている。
この施設も、完成後３０年余りが経過し、経年劣化等による老朽化が激
しくなり、良好な状態での使用が困難となって来ており、地域住民から
も施設の大規模改修が望まれている。


